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事 業 計 画 書 

 

 
自 ２０２３年４月１日 

至 ２０２４年３月３１日 

 



公益財団法人日本フラッグフットボール協会はフラッグフットボールが持つ「個の尊重と

共生」という優れた価値を広く社会に普及し、次世代を担う子供たちの 『生きる力』 を

育てるとともに、家族や地域などの多種多様なコミュニティの創造と活性化を図り、社会

の発展に寄与することを目的として、2023 年度に以下の事業を行うものとする。 

 

 

１：フラッグフットボールに関する情報発信 

 

全国のフラッグフットボール関係者及び興味、関心を持ってくださる方々に向けて、

規則、レポート等の情報公開を行うと同時に、公式 WEBサイト及び公式ＳＮＳを運

営し、最新情報や魅力を発信する。 

 

２：フラッグフットボール日本選手権大会の共催 

 

  フラッグフットボールの日本選手権大会について、公益社団法人日本アメリカン

フットボール協会と共催する。 

 

３：イベントの主催・共催・後援・協力 

 

  フラッグフットボールを通じたコミュニティや人材育成の拡大に資するイベント

について主催・共催・後援・協力を行う。 

 

４：全国小学校「作戦ブック」および「フラッグ」の寄贈 

 

全国で授業を受ける小学生のフラッグフットボール理解促進を目的として、 

子ども用補助教材「作戦ブック」を製作し、小学校へ寄贈する。 

寄贈数は 140,000冊とし、寄贈校のうち 700校については作戦ブックに加えて、 

用具（フラッグ）を 1クラス分同梱する。 

当事業は（一財）日本宝くじ協会の助成を受けて実施する。 

 

５：日本全国の小学校授業に向けた研究の推進 

 

フラッグフットボールの学校授業で取り組む先生方や児童・生徒の実態を調査す

るとともに新たな教育ツールやサポートプログラムを開発し、日本全国の学校へ

展開する。当事業は学校教育関係企業との協業によって実施する。 

 



６：用具の継続的な開発と流通の拡大 

 

用具開発の検証や審査、契約を行い、流通の拡大を促進する。 

 

７：フラッグフットボールの研究 

 

地域や自治体と連携し、フラッグフットボールに関する研究およびレポートの作

成・発表を行う。 

当事業は大学・研究者との協業によって実施する。 

 

８：その他目的に資する事業 

 

その他フラッグフットボールが持つ教育的価値・社会的価値によって日本社会に 

貢献する活動について企画し、実行する。 

 

 

※ 本事業計画書の制作物の名称、数量等は一部変更になる場合があります。 

 

以上 


